







































































































































































































































































これは研究ノートとして本学の WEXOR1 ENTE~ 誌でも紹介されることが決った。
最後に，第6章では，平野郷の町支配の仕組みを明らかにした。大坂をはじめとして，
これまでの研究では，ほとんど明らかにされてこなかったものである。本論文では，町支
配の総元締めというべき惣年寄に焦点をあて，その人事と職務について具体的に示してい
る。まず，江戸中期から末期に至る百数十年の惣年寄の人事を，領主である古河藩の陣屋
の発する文書や，惣年寄発給文書等から割り出して， r平野郷惣年寄年譜j を作成した。
これまでの章もそうであるが，多数の文書を 1つひとつ調査した成果であり，惣年寄の発
給文書だけでも数百点におよぶ調査となった。そして一部の年を除き，歴代の惣年寄役の
顔ぶれはほぼ網羅できているといえる。これを分析し，惣年寄の人事の仕組みが解明でき
ただけではなく，史料調査の過程で，町支配の拠点である惣会所の仕組みゃ勤務の実態が
明らかにされた。次にその人事を巡って，これまで平野郷の支配を独占してきた七名家出
身者に対して，江戸後期にあたる安永から天明期に初の七名家出身でない惣年寄が陣屋の
パックアップで登場したとする。これを阻止しようとする七名家と，七名家以外の新興勢
力との確執が，惣年寄の人事を大きく変えていくことになったと結論づける。しかし，新
興勢力が台頭して七名家の独占を破っていく一方で，七名家の中にも，没落を免れて明治
に続く家系が存続し，その後の平野郷の繁栄を支えたとまとめている。この章は 1通の
古文書を解読して，ようやく 1行の「年譜Jを作成しうるという地味な努力の成果である。
ゆえにこの章をこの位置におくのはもったいないという指摘があった。町方支配の組織を
これほど具体的に示した例は数少なく，都市研究史においても貴重な研究といえ，この章
だけで独立した学術論文になりうるものと評価できる。
以上のように，本論は，摂津平野郷を中心に，近世初頭から近代までと江戸時代全
般にわたる轍密な文書調査に基づくものであり，まず調査資料の膨大さに驚かされた。さ
らに，デスクワークにとどまらず.平野郷，高野山，東京における墓所調査も行うなど，
フィールドワ}クをも取り入れ，足で調べた成果も盛り込まれている。こうした地道な努
力を通じた研究姿勢は高く評価できる。かかる史料調査が可能であったのは，祖父以来の
末吉家をはじめとする各家との人間関係を保つ中で，十年にもおよんで丹念に古文書に取
り組んでまとめた研究の成果であり、これを出版することは、末吉文書を学会や社会の財
産とするためにも、大きな意義があろう。
ただし，ともすれば文書に沈潜するあまり、文書の解読自体を目的化したきらいがあり、
-70-
史料をひろく江戸時代幕藩体制下に、歴史的に位置づけるという過程が等閑視されており、
l広く学会に歴史を書き換える問題として提起するには、かかる作業が不可欠であり、刊行
に際しては、そうした手続きが必要であるという意見が相次いだ。
各章は，それぞれ密接に関連しつつも，いくつもの独立した学術論文で構成され，その
成果は，機会を得るごとに学術誌に投稿するなど，その都度，自分の論の飛躍がないか検
証しつつ進められている点も高く評価できる。しかし各章の部分が、それ故に重複してい
ることも否めない。一書に纏めて上梓するには、さらなる推離が必要と思われる。しかし
全体として、史料の轍密な検討に基づく論理の展開は，具体的で説得力があり，博士号を
授与するにふさわしい重厚な論文であるとの高い評価で審査委員一同の見解が一致した。
 
?
?
??
